
急伸地合が続く、ホルムズ海峡封鎖
NY原油先物相場は、1バレル＝90ドル台後半まで値上がりする展開になった。2月28日に米国とイスラ

エルがイランに対する攻撃に踏み切ったが、ホルムズ海峡の封鎖で世界的な原油・石油製品の供給に混

乱が生じたことを受けて、3月9日に2022年6月以来の高値更新となる119.48ドルまで急伸した。その

後は、トランプ米大統領がイランに対する攻撃が「ほぼ完了」したとの認識を示したことで、翌10日に

は76.73ドルまで急反落した。しかし、高いレベルの先行き不透明感が維持される中、週末にかけては

改めて押し目買いが優勢になり、100ドルの節目に迫る展開になった。

イランはホルムズ海峡を封鎖し、日量2,000万バレル規模の原油・石油製品の海上流通が滞っている。

ホルムズ海峡ではイランが機雷を敷設した可能性も指摘されており、高いレベルの供給不安が維持され

ている。また、周辺アラブ諸国では出荷難で輸出できずに在庫が積み上がっているため、生産調整に着

手し始めていることも警戒された。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（3月6日時点）は、原油が前週382万バレル増、ガソリ

ンが365万バレル減、石油精製品が135万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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ホルムズ海峡の封鎖続くと急伸も、イラン情勢次第の展開が続く
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【展望】

今週もイラン情勢次第になる。このままホルムズ海峡の封鎖

が続き、さらに湾岸諸国の生産調整が強化されると、原油相

場の上振れリスクが維持される。国際エネルギー機関

（IEA）加盟国は、過去最大となる4億バレルの石油備蓄を共

同放出することで合意したが、ホルムズ海峡の海上流通が正

常化する見通しが立つまでは、100ドル台乗せから一段高を

試すリスクがある。ホルムズ海峡の封鎖が長期化すると、指

数関数的にその影響は拡大していく。特にイラン軍によるタ

ンカーや周辺国の石油関連施設に対する攻撃が報告されると、

一気に10ドル、20ドルと噴き上げる可能性もある。

一方、トランプ米政権内では原油高の実体経済への影響を懸

念する声も強くなっている。中間選挙を控えていることもあ

り、ガソリン高が共和党の議席を大幅に減らすリスクが警戒

されている。また、株式相場も高値から値を崩している。こ

れ以上の戦闘継続は困難との見方が強まると、トランプ大統

領が何らかの形で「勝利」宣言を行い、事態の鎮静化に動く

可能性がある。その際に、イランが攻撃を止めるのか、ホル

ムズ海峡の封鎖を解除するのかといった問題もあるが、最悪

の状態を脱したとの評価が広がると、材料出尽くし感から短

期投機筋の持高調整で80ドル台まで急反落する可能性もある。

IEA月報では、2026年の世界石油供給が前年比で日量110万

バレル増に留まるとの見通しが示された。そのほぼ全量が非

石油輸出国機構（OPEC）プラスの増産になると予想されて

いる。また、世界石油需要は前年比で日量64万バレル増と、

前月から21万バレル下方修正された。ただし、ホルムズ海峡

の流通の混乱期間に強く左右されるとして、今後の需給見通

しは大きな不確実性を抱えた状態にあることが再確認された。
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